
集中日本語初中級開講科目名

成績入力担当 齊藤 美穂、教員未定、新　聖子、保井　麻友
単位数

後期

開講区分

0.0単位

ナンバリングコードR1IS030 時間割コード曜日・時限等
月1、月2、火1、火2、木
1、木2、金1、金2(対面)

初中級レベルの日本語（4技能）を総合的に身につける

授業のテーマ

①初中級レベルの文型・語彙・基本的な日常会話の表現を使い、物事を詳しく説明したり、話者の気持ちを伝えたりして、コミ
ュニケーションすることができる。
②日本語の基礎的な構造を理解し、運用することができる。
③基本的な日常会話を流暢に話すことができる。

授業の到達目標

本授業は対面で行います。

このコースは週4日で構成されています。全ての授業で、同じ教科書（『みんなの日本語初級Ⅱ』）を使います。学生は、基本的
に1日に1単元のペースで、初中級の語彙や文法等を学びます。

第1週（10/8,9,13,15）： オリエンテーション、初級の復習(1), (2),(3)
第2週（10/16,19,20,22）:初級の復習(4),(5), (6),初級復習テスト, L26予習
第3週（10/23,26,27,29）: L26, L27, L28, L29
第4週（10/30,11/2,5,6）: L30, L26-L30復習, クイズ・活動, L31
第5週（11/9,10,12,13）: L32, L33, L34, L35
第6週（11/16,17,19,20）: L31-L35復習, クイズ・活動, L36, L37
第7週（11/24,26,27, 30）： L38, L39, L40, L36-L40復習
第8週（12/3,4,7, 8）: クイズ・L26-40復習(1) ,L26-40復習(2), 中間試験, 特別授業（※下記参照）
第9週（12/10, 11, 14, 15）: 中間試験のFB, L41,L42, 特別授業
第10週（12/17, 18, 21, 22）: L43, L44, L45, 特別授業
第11週（12/24, 25, 28, 1/5)： L41-L45復習, クイズ・活動, L46, 活動
第12週（1/7, 8, 12, 13*水）: L47, L48, 特別授業, L46-L48復習　*13日は月曜日の授業日
第13週（1/18, 19, 21, 22）: 敬語導入, 特別授業, L49, L50
第14週（1/25, 26, 28, 29）： L49-L50復習・練習, 特別授業, クイズ・復習①, 復習②
第15週（2/1, 2, 4, 5）: 期末試験, 期末試験のFB・活動, スピーチの準備①, 同②・振り返り

※「特別授業」に当たる日は、日本語教育実習生による実習授業を行う（当日の担当教員及び主任教員も同席し、必要に応じサ
ポートする）。

週8コマ×15週（総時間数240時間）

授業の概要と計画

評価は、授業参加度（15％）、課題（35％）、5課ごとクイズ（10％）、デイリークイズ（5%)、中間試験（20％）、 期末試験
（15％）で評価する。

成績評価方法



1. 授業態度は、授業への集中度と、授業中の活動への主体的な参加度によって評価する。
2. 宿題は、出来栄えと提出状況によって評価する。
3. 5課ごとクイズは、直近５課分の学習事項の理解度によって評価する。
4. デイリークイズは新出語彙・表現の習熟度によって評価する。
5. 中間試験は、それまでの学習事項の理解度及び応用能力によって評価する。
6. 期末試験は、学期中の学習事項の理解度及び応用能力によって評価する。
*出席率80％以上で評価対象とする。

成績評価基準

(1) 本授業は初中級レベルの授業である。初級レベルの学習を終えている、あるいはGEC-Jtestで「初中級レベル」と判定された
学習者を対象とする。
(2) 受講希望者は、指導教員と相談し、日本語学習の必要性及び専門科目の学習と時間的に問題がないことを確認し、2025年
10月2日（木）の正午までに指導教員を通じて受講申込書を国際交流課に提出する必要がある。
交換留学生（特別聴講学生）も申込可。

履修上の注意（関連科目情報）

事前学修：各課の語彙と文型の予習を行う。
事後学修：各課の課末問題を行う。
そのほか、授業時の指示に従って他の課題も行うこと。

本学では1単位あたりの学修時間を45時間としています。毎回の授業にあわせて事前学修・事後学修を行ってください。

事前・事後学修

原則、クラス内で質問すること。その他、個別に相談が必要な場合は、主任の齊藤に連絡すること。
オフィスアワー 水曜日 9:00-10:30 @グローバルエンゲージメントセンター（旧グローバル教育センター）3階齊藤研究室または
オンライン。これ以外の時間は事前に予約をとること。
メールアドレス：msaito［AT]people.kobe-u.ac.jp
※上記のアドレスの［AT］の部分をアットマーク @（半角）に置き換えた上で宛先に入力。

オフィスアワー・連絡先

授業で習ったことを使って、積極的に日本人と交流しましょう。

学生へのメッセージ

口頭表現の練習に力を入れます。

今年度の工夫

1)『みんなの日本語初級Ⅱ第2版本冊』（スリーエーネットワーク、ISBN：978-4-88319-646-3）
2)『みんなの日本語初級Ⅱ第2版翻訳・文法解説』（スリーエーネットワーク）
　同書に関しては、英語版をはじめ12カ国語版があります。それぞれにあった言語での表記を選んでください。

みんなの日本語初級Ⅱ第2版本冊 / : スリーエーネットワーク , ,ISBN:9784883196463
みんなの日本語初級Ⅱ第2版翻訳・文法解説 / : スリーエーネットワーク , ,ISBN:9784883196647

教科書

『みんなの日本語初級Ⅱ第2版本冊』には、以下の関連テキストが出版されています。
・『みんなの日本語初級Ⅱ第2版標準問題集』
・『みんなの日本語初級Ⅱ第2版書いて覚える文型練習帳』
・『みんなの日本語初級Ⅱ第2版漢字練習帳（ベトナム語版及び英語版）』
・『みんなの日本語初級Ⅱ第2版初級で読めるトピック25』

参考書・参考資料等



日本語
日本語

授業における使用言語

日本語　初中級　交換留学生（特別聴講学生）可　事前申し込み

キーワード


